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言完

苑

宗
教
ミ
枇
曾
主
義
之
の
闘
係

見守

部

青事

、ム

‘u 

大
正
十
三
牛
白
初
夏
大
阪
津
村
別
院
に
於
て
、
東
聞
本
願
寺
聯
合
枇
合
事
業
研
究
所
閉
所
せ
ら
れ
た
る
に
際
し
、
鍛
固
に

E
り
[
鯉
憐
白
資
謹
」
を

講
演
せ
る
に
、
一
聴
講
生
あ
り
、
韓
近
世
合
主
義
白
宗
敢
に
謝
ナ
る
態
度
如
何
世
質
問
せ
り
、
官
時
恰
も
水
平
枇
運
動
撞
頭
由
時
期
に
際
合
せ
る

頭憧
を
去直
ら接
f 行
り勘
きに
、刺

然用
るせ
にら
近 る
日ミ

戸事
E長
怯れ

d:故
宮窓
同 K

E曹
喜 E
E管ω!  

世
間き

旨 L
E : 
Fn.あ
白り
臣し

も
ローロー
品回

?問
E 題
行ιt亡

E手
戸主
十五主
;tは

Z葉
吋「依
同然

をと

哲主
る念

に
、
此
問
題
に
闘
す
る
一
章
を
合
め
る
を
見
る
、
問
題
を
軍
故
ふ
と
金
源
L
L
E
す
る
を
得
ぎ
る
が
却
き
も
、
着
眼
諸
方
面
に
行
漉

n，
、
一
層
深
淵

在
る
研
究
に
就
〈
白
手
引
と
し
て
は
、
悔
り
羅
き
慣
値
あ
り
と
想

H
V
L倍
、
之
を
欝
聴
す
る
こ
と
‘
為
し
た
り
。

一
九
一

O
年
英
図
園
曾
議
員
選
患
に
際
し
、
次
の
事
件
は
起
れ

h
、
卸
も
一
地
方
自
治
憧
に
於
て
、
頑
強
な
る

競
守
の
縁
、
祉
曾
主
義
を
奉
中
る
候
補
者
敗
れ
し
か
は
、
そ
の
自
治
飽
の
借
侶
は
此
敗
北
に
つ
き
、
喜
慌
の
意
を

表
す
る
た
め
、

一
祭
組
を
開
(
こ
吉
、
し
た
b
、
尤
も
そ
の
計
重
は
枇
曾
主
義
の
選
皐
入
、
一
赤
旗
を
振
揚
し
て
数

舎
に
襲
来
し
、
議
定
の
筋
を
進
む
る
こ
ご
を
妨
げ
L
h
H
め
、
失
敗
に
蹄
L
k
h
o

設

苑

宗
敬
と
世
曾
主
義
と
白
聞
係

第
十
九
魯

(
第
三
規

凡
丸
)

三
丸
士



官畦

苑

宗
敬
と
凪
官
主
義
と
白
聞
係

第
十
九
巻

(
第
三
貌

九
O
)

三
九
八

宗
教
ご
政
治
Z
の
聞
に
於
け
る
、
か
、
る
一
葛
藤
は
、
英
蘭
に
あ

b
て
は
珍
し
ご
せ
歩
。

穀
物
法
反
劃
同
既
英
国
に
起
39
、
同
園
貿
易
政
策
、
上
論
争
喧
し
か
り
し
嘗
時
、
基
督
裁
の
見
地
よ
h
、
自
由
貿

易
を
主
張
せ
る
、
幾
多
の
小
冊
子
は
岡
闘
に
現
は
れ
た
h
J
、
而
し
て
そ
の
論
旨
芭
せ
る
所
に
よ
る
に
、
自
由
貿
易

の
期
す
る
所
、
至
廉
の
市
に
買
ひ
、
最
高
償
の
市
に
て
寅
ら
ん
芭
の
格
言
に
則
b
、
行
動
す
る
に
あ
h
、
を
は
人

類
に
濁
し
此
世
の
財
物
の
、
最
大
豊
僚
を
授
〈
る
所
以
に
し
て
、
毛
の
慮
置
は
掘
が
て
叉
、
己
れ
の
欲
す
る
所
、

之
を
人
に
施
せ
芭
す
る
基
督
教
の
教
旨
を
、
極
度
に
守
る
も
の
な
h
Z
せ
b
、
然
る
に
他
の
一
面
に
は
之

t
反
識

に
、
保
護
関
税
を
以
て
、
基
督
教
の
唯
一
貿
易
政
策
調
せ
ん
ご
せ
る
、
小
冊
子
も
亦
一
様
に
彩
し
〈
超
れ
り
、
そ

の
論
旨
に
よ
る
に
、
神
は
肥
沃
な
る
卒
野
及
耕
地
を
詣

h
、
か
く
て
人

7
ぜ
し
て
そ
の
食
料
を
、
そ
の
本
因
の
土

壌
に
仰
が
し
む
る
唱
」
ご
、
せ
り
、

古
れ
ば
こ
の
食
料
源
は
、
関
税
に
よ
ち
英
国
農
民
の
た
め
に
、
保
持
ち
る
、
の

要
あ
り
ご
せ
り
。

右
吉
同
様
な
る
一
経
験
は
、
枇
曾
主
義
の
文
献
を
渉
猟
す
る
に
営
・
り
て
も
、
積
ま
れ
得
イ
し
、
郎
も
一
面
仁
は

枇
曾
主
義
の
み
、
紳
の
好
め
る
人
間
共
同
生
活
形
態
に
し
て
も
そ
は
叉
基
督
教
的
た

h
t
す
る
の
思
想
、
幾
多
の

異
設
中
に
繰
返
苫
れ
し
も
、
他

ω
一
面
に
は
恰
も
基
督
殺
の
見
地
よ
り
、
一
肱
曾
主
義
に
反
封
せ
る
、
幾
多
の
文
書

も
且

z
z
z
h
。

z
t
4
1
 

看
る
可
し
率
直
に
、
一
肱
曾
主
4
戒
は
無
紳
論
を
唱
へ
党
h
J
t
設
さ
、
或
は
枇
曾
主
義
は
宗
殺
を
依
段
せ
ん
ご
す
ご



設
く
の
、
如
何
に
謀
れ
る
か
を
、
一
耽
曾
主
義
的
文
献
の
大
部
分
は
、
異
の
基
督
数
が
共
有
を
、
要
求
す
芭
の
見
地

を
採
れ
hJ
、
宗
教
問
題
に
封
す
る
枇
曾
主
義
の
態
度
は
ハ
極
め
て
複
雑
な
り
、
就
中
冨
山
由
及
開
口
問
。
-ω

に
基
づ

〈
酬
明
近
枇
舎
主
義
は
、
そ
の
他
一
切
の
枇
曾
主
義
正
、
此
貼
に
つ
き
匝
別
す
る
の
要
ゐ
り
o

右
マ
ル
ク
且
汲
を
除
げ
る
枇
曾
主
義
「
就
き
、
吾
人
が
問
題
正
せ
る
冊
却
を
尋
肉
る
仁
、
宗
教
を
中
立
地
帯
湖
す

4 

，~ 、

一
群
の
赴
曾
主
義
者
以
外
に
、
内
面
の
宗
致
的
信
念
に
基
づ
き
、
祉
食
主
義
に
到
達
せ
る
者
百
、

一
の
無
紳

論
的
又
は
反
宗
致
的
信
念
を
、

そ
の
一
耽
舎
主
義
的
教
理
に
、
結
び
付
(
る
者
E
を
匝
別
す
る
の
要
ゐ
り
、
由
来
大

多
数
の
共
産
的
村
邑
は
、
巌
に
宗
致
的
な
る
基
礎
の
上
氏
樹
立
さ
れ
た
り
、
換
言
す
れ
ば
財
物
共
有
が
、
異
の
基

皆
殺
に
適
ふ
ご
せ
る
が
た
め
に
、
恰
も
財
物
共
有
制
を
採
用
せ
b
。

湖
一
泡
の
文
献
中
基
督
教
ほ
枇
曾
主
義
の
典
型
ご
し
て
血
中
ャ
ペ
き
は
、
新
放
牧
師
叶
。
骨
の
著
書
な
h
、
そ
は
一

入
七
七
年
に
公
け
に
せ
ら
れ
、

「
畑
咽
逸
急
進
赴
曾
主
義
及
基
督
教
世
曾
」

ロ
耳
目
色

E
一
命
止
の
ロ

E
n
E
o
m

。N
円包

P
E
E

ロロ仏品目。

nrzm己一
nrmゅの
2η
巴

ωの
}E沖
・
〈
何
日
zn『
弘
同
町
円
巴
耳
切
片
巳
E
P
m
品。
ωω
。
N
U
-
2
のめ
H
5
1一
一
虫
色
内
出

n
r
ユ
m
Rロ
吉
ヨ
ω

戸ロハ】白
2
2
N
E
S
〉ロ』
q
r
g
ι
q
n
r
z
ω
仲
町
内
『
自
の
め
百
-znrω
再
加
え
の
2
ロ
ι
。
一
宮
町
ロ
ロ
宮
崎
E
n
r
z
D向
島

g
Z
2
2

H
B
E
E
S
Z
・
Z
題
す
。

基
督
款
の
基
本
思
想
正
、
枇
曾
主
義
の
諸
御
念
ご
の
一
致
を
、
立
設
す
べ
き
要
書
中
の
幾
多
語
句
は
、

叶
0
白
円

に
よ
り
引
用
せ
ら
る
・
而
し
て
氏
は
そ
の
著
書
書
出
し
に
、
突
の
文
言
を
用
ゐ
た
り
、
郎
ち
臼
(
「
枇
曾
問
題
を

設

苑

宗
教
主
枇
合
主
義
と
の
閥
保

第
十
九
容

爪
節
三
磁

丸

山

ブ'"
丸



控

苑

宗
教
と
枇
舎
主
義
と
の
閥
係

第
十
九
血
管

(
第
三
貌

九

) 

問。。

理
解
し
、
又
之
が
解
決
に
寄
興
せ
ん
正
欲
す
る
者
は
、
右
手
に
経
済
血
て
左
手
に
赴
合
主
義
者
の
事
閥
的
諸
文
献

eT
握

b
、
面
前
に
は
新
約
違
書
を
開
放
せ
し
む
る
の
要
あ
り
」

正
、
氏
の
意
見
に
よ
る
に
そ
の
共
産
主
義
の
核
心

は
、
人
々
の
利
害
の
蓮
帯
、
換
言
す
れ
ば
人
々
の
共
同
行
動
及
共
同
利
盆
を
以
て
、
私
慾
仁
そ
の
源
を
脇
田
す
べ

き
、
諸
弊
全
部
の
救
済
方
便
鵡
せ
ん
己
す
る
こ
ぜ
に
あ
り
、
こ
の
利
害
一
連
帯
は
、
異
に
新
約
型
書
叉
新
敬
に
適
へ

る
一
概
念
な
り
、
か
〈
干
し
そ
の
議
接
ご
し
て
、
使
徒
パ
タ
ロ
に
よ
る
下
山
立
言
は
引
か
る
司
そ
の
言
に
よ
る
に

守

コ

ト

リ

タ

チ

ス

ペ

テ

点

空

Y

ナ
ラ
山

「
愛
ヲ
?
プ
異
理
ヲ
行
ヒ
長
手
ノ
、
凡
ノ
コ
ト
首
ナ
戸
キ
9
ス
ト
品
川
殻
v
j
y
矯
ナ
9
、
彼
7
本
ト
ジ
、
杢
鶴
見
。
へ

-7

フ
L
V

プ
シ

M
ス

グ

ア

ラ

ナ

明

カ

お

マ

リ

L
V
M

慣

が

ハ

勿

ヲ

キ

お

ア

品

y
u
y
h
F
テ

ヨ

ヲ

ノ
百
節
ノ
助
ニ
ヨ

P
テ
聯
絡
輩
凶
、

y
ノ
股
健
オ
ノ
オ
ノ
品
川
量
-
一
循
ヒ
方
行
ァ
、
其
瞳
ヲ
育
、
ミ
グ
カ
ラ
愛

F

一白

テ
徳
ヲ
建
ル
ナ

9
」
(
以
殉
所
書
第
四
章
十
五
及
十
六
節
)
E
あ
b
o

最
初
の
基
管
教
徒
共
同
園
慢
の
、
生
活
に
関
す
る
使
徒
行
侍
の
有
名
な
る
一
節
は
、
大
多
数
基
脅
数
探
枇
曾
主
義

ヒ
ト
ク
ト
ヨ
ロ

者
に
よ
ち
な
さ
れ

L
如
〈
、
叶
三
円
に
よ
h
て
も
亦
繰
返

L
引
か
れ
た
り
、
是
の
一
節
に
は
「
信
者
で
ミ
ナ
一
虎
-
一

1

7
7
マ

リ

汚

ベ

テ

ノ

モ

ノ

モ

デ

モ

ノ

b

リ
才
ノ
す
ノ
君
、
v

p

h

1

7

a

曾
ア
、
諸
物
ヲ
共
-
一

uv
、
産
業
ト
英
所
有
ヲ
商
手
ノ
、
各
人
ノ
用
ユ
従
ヒ
、
之
ヲ
分
奥
へ
ヌ
」
(
使
徒
行
寝
室
章
四
四
及

四
五
節
)
吉
あ
り
、
而
も
亦
氏
は
此
文
句
に
本
づ
き
、
亡
命
『
5
2
Z
の
な
せ
る
が
如
〈
、
過
激
な
る
結
論
を
下
す
こ

ご
を
欲
せ

F
'り
き
、
郎
も
品
偶
者
は
思
惟
せ
り
、
「
同
語
の
最
も
大
腸
な
る
意
義
に
よ
り
共
産
的
た

b
、
私
産
敵
視
的

な
る
基
智
殺
の
性
質
は
、
新
約
聖
書
中
に
表
明
古
る
る
所
な
る
が
、
之
を
拒
ま
ん
芭
す
る
者
は
、
墓
書
を
譲
ま

す
、
否
活
眼
を
開
い
て
之
を
讃
ま
ざ

h
L岩
な
り
」

吉
、
此
論
旨
は
言
ひ
過
ぎ
た
り
正
謂
ふ
べ

L
、
さ
れ
ど
叉
私



有
財
産
の
承
認
以
外
に
、
全
財
産
に
つ
き
て
は
然
ら
十
ご
も
、
土
地
に
つ
き
て
は
私
産
を
、
特
殊
の
部
砂
的
共
有

財
産
に
蒋
十
る
の
親
念
、
腕
種
的
仁
現
は
る
ご
な
す
は
正
嘗
な
ら
ん
、
従
ひ

τ土
地
の
私
産
を
、
会
有
財
産
に
移

さ
ん
芭
す
る
の
世
舎
主
義
的
観
念
を
、
犯
罪
的
惑
溺
的
観
念
ご
設
〈
は
不
嘗
に
し
て
、
叉
新
約
聖
書
の
精
紳
を
誤

認
す
る
の
讃
嬢
た
り
、

か
〈
て
司
O

且
門
は
引
績
き
て
謂
へ
り
、
「
且
叉
そ
の
会
省
財
産
思
想
に
は
、
貿
際
上
一
の
深

そ
の
根
帯
を
な
す
」
吉
、
郎
ち
そ
は
神
に
よ
り
昔
一
回
は
れ
し
、
下
の
言
語
の
結
果
な

ミ

一

プ

ジ

タ

ガ

A

Y

ラ

ス

ペ

デ

イ

キ

モ

ノ

b
、
そ
の
語
に
臼
〈
「
地
-
一
漏
盈
て
之
ヲ
従
服
セ
コ
目
、
又
海
ノ
烏
ト
天
窓
ノ
鳥
ト
、
地
昌
司
朝
夕
所
ノ
諸
ノ
生
物

語
道
徳
的
神
髄
宿
さ
れ
て
、

ヲ
治
メ
ヨ
」
(
創
世
抱
第
一
章
ニ
入
節
)
ご
。

特
に
悌
蘭
及
英
蘭
に
あ
り
て
は
、
基
督
教
波
枇
曾
主
義
り
棒
め
て
有
名
な
る
代
表
者
ゐ
り
き
、
保
蘭
西
に
て
は

イ白
官事

出
。
ロ
ロ
巳
作
印
門
・
印
日
目
。
ロ

あ
り
、

そ
の
基
本
的
批
曾
主
義
的
著
書
中
、
繰
返
し
基
督
教
の
数
儀
に
還
h
、
赴

合
主
義
を
以
て
「
新
基
管
数
主
義
」
を
、
充
た
す
も
の
な
り
己
呼
ぺ
与
、
そ
の
有
名
な
る
最
後
の
著
書

F
o
g
s自民

n
r
-
m
E
E『

ω
目
。

同∞
N
一
山

に
詑
〈
所
は
、
氏
が
そ
の
生
涯
の
晩
年
に
、

そ
の
身
を
慮
せ
る
所
な
る
が
、
同
書
の
初
め

に
は
夜
も
に
下
の
一
文
を
書
け
り
、
卸
も
臼
〈
「
人
々
は
互
に
兄
弟
視
す
べ
き
な
り
、

-
2
r。自
E
E
品。日〈
O
B汁

mo

gロ
且
ロ
目
白
色
町
・
恥
円
。
ω

酔
]
ぷ
岡
山

E
-
g
E出
血
自

ω宮
門
司
自

こ
の
高
倫
な
る
原
則
中
に
は
、
基
督
教
に
紳
性
を
備
は
ら

し
む
べ
き
も
の
の
金
部
を
宿
す
」
言
。

そ
の
主
園
田
を
受
け
引
績
き

τ氏
は
言
へ
h
J
、
「
紳
が
人
人
の
た
め
に
、
そ
の

虞
鋳
の
規
則
正
し
て
、
奥
へ
た
る
右
の
原
則
に
則
り
‘
人
々
は
そ
の
祉
曾
を
、
最
多
多
数
人
の
た
め
に
最
も
有
利

読.. 
宗
教
と
祉
合
主
義
と
の
関
係

第
十
九
会

(
第
三
貌

丸
=
一
)

四
O 



設

苑

宗
敬
と
祉
舎
主
義
と
の
闘
係

第
十
九
巻

(
第
一
一
↓
韓

九
四
〉

四
O 

な
る
が
如
き
仕
方
に
、
仕
組
h
U

〈
く
、
又
人
々
は
そ
の
あ
ら
ゆ
る
勢
働
、
あ
ら
ゆ
る
行
錯
上
、
出
来
る
丈
付
迅
速

叉
完
全
に
、
人
数
に
宮
め
る
諸
階
級
の
、
道
徳
的
身
躍
的
存
在
を
改
善
す
る
こ
子
ぜ
、

そ

ω目
的
正
す
る
の
要
ゐ

り
」
「
異
の
基
督
教
は
人
々
を
、
天
に
於
け
る
の
み
な
ら
示
、

地
上
に
於
て

ι亦
率
調
な
ら
じ
む
る
の
要
あ
b」

吉
、
氏
は
-

M

の
見
地
よ
り
加
特
力
数
及
新
数
々
曾
正
、
そ
の
代
表
者
ご
を
批
評
し
、
雨
者
は
そ
の
職
責
を
、
謹
#L

る
こ
芭
な
し
Z
思
惟
せ
り
、

か
〈
て
特
来
は
無
資
産
者
の
た
め
に
、
枇
曾
改
良
の
道
に
案
内
す
べ
き
、
異
の
基
智

裁
に
麗
す
ご
せ

h
、
而

L
て
出
仲
田

E
S
が
目
標
ご
し
て
、

そ
の
心
に
浮
イ
た
る
所
は
、
厳
密
な
る
一
肱
曾
主
義
的

一
脚
治
的
組
織
を
、
採
れ
る
枇
曾
に
あ
り
、
そ
の
一
祉
舎
に
て
は
、
生
産
の
宰
辿
を
岡
家
に
委
ね
、
国
家
は
生
産
方
便

を
、
そ
の
折
々
の
最
上
有
能
者
に
委
託
す
〈
〈
、
叉
各
人
は
そ
の
能
力
に
感
じ
て
努
働
し
、

そ
の
給
付
に
感
じ
て

酬
は
る
ぺ

L
Z
せ
hzj

、
g
m
E
0
2
は
そ
の
門
弟
以
外
に
、
肉
多
〈
の
後
継
者
を
出
し
た
り
、
特
に
二
月
革
命
の

時
期
に
、
基
督
数
波
祉
曾
主
義
の
幾
多
系
統
論
公
り
に
さ
れ

L
が
、
就
中
旬
c
n
r
n
N

]iZ210 

C
S言
及

円

b
E
l

E
m
E
E
の
1
7
は
、
血
争
「
る
の
佐
ひ
ゐ

h
G

英
闘
に
於
工
も
亦
基
管
放
浪
枇
曾
主
義
は
、
費
力
ゐ

v

り
熱
烈
な
る
蹄
依
者
ご
し

t
、
傑
出
せ
る
者
防
相
し

f
出
で

た
h
、
第
十
九
世
紀
の
嘗
初
数
十
年
中
‘
放
縦
な
る
競
守
の
結
果
ご
し
て
、
大
弊
害
起
れ
る
に
営
h
、
一
肱
曾
事
帽

を
全
然
新
た
に
規
律
す
事
へ
き
こ
ご
を
嶋
ふ
る
者
の
中
に
v
基
督
教
涙
枇
曾
主
義
者
も
亦
現
は
れ
、
就
中
特
に
吋
日
『

骨
骨
ロ
2
2。
ロ
冨

E
ュ2
は
秀
で
た
り
、
そ
の
人
は
英
国
々
激
に
麗
せ
し
一
信
侶
に
し
て
、

一
入
七
二
年
剣
橋
人



倫
哲
曲
学
教
授
、
己
し
て
死
せ
り
、
氏
は
裁
へ
た

h
、
「
枇
曾
主
義
の
経
済
的
原
則
は
、
又
墨
書
の
経
済
的
原
則
な
る

こ
ど
、
人
間
枇
舎
は
多
〈
の
支
肢
よ
り
成
立

τる、

一
の
本
館
に
し
て
、
互
じ
守
ふ
v
へ
き
分
子
の
総
計
な
ら
ぎ
る

こ
ご
、
呉
の
努
働
者
は
競
争
看
た
ら
守
し
て
、
仕
事
仲
間
た
る
の
要
あ
る
こ
正
、
安
易
上
私
慾
の
原
則
行
は
る
ぺ

告
仁
非
宇
し
て
、
正
義
の
原
則
行
は
る

4
E
4
z
e伊
』
、
基
督
教
は
人
を
畏
れ
予
告
知
す
る
の
要
ゐ
h
」
言。

経
済
生
活
は
組
合
の
原
理
の
上
仁
、
立

τら
る
、
の
要
あ
ち
、
最
大
の
殻
験
は
競
争
よ
h
生
れ
宇
し
て
、
協
力

に
よ
り
惹
起
き
る
、
基
督
裁
は
組
合
を
、
唯
一
の
正
営
な
る
原
則
ざ
し
て
承
認
す
、
従
ひ
て
枇
曾
主
義
的
な
り
、

間

ω-o可
菩
人
は
基
督
教
徒
た
る
が
如
く
、
叉
枇
曾
主
義
煮
た
る
の
要
b
h
Z
せ
h
、
き
れ
ば
冨

E
ユ
日
の
蹄
依
君
、

E
P

そ
の
他
の
人
々
は
、
基
督
教
減
枇
曾
主
義
者
Z
自
稀
し
、
そ
の
目
的
ご
す
る
所
、
非
一
枇
曾
的
基
督
教
及
非

基
督
教
的
赴
曾
主
義
を
、
同
時
に
一
屠
良
好
な
る
道
に
、
導
く
に
あ
る
こ
正
を
知
ら
し
め
ん
芭
せ
り
。

回
向
山
口
ロ
の
め
は

F
Z品目
0
4
弓
・
六
日
ロ
岡
山

L
3、
そ
の
他
の
婦
依
者
Z
協
同
し
、
特
に
生
産
組
合
の
設
立
ey
奨
帥
す
る
こ
ぜ

に
よ
旬
、

そ
の
思
想
に
賓
際
的
勢
力
を
も
亦
得
せ
し
め
ん
ご
せ
り
、
基
督
品
税
減
一
肱
曾
主
義
者
が
生
産
組
合
を
勧
奨

寸
る
た
め
、
招
集
し
た
る
裁
縫
職
人
の
一
集
舎
に
於

τ、

「
競
宇
の
弊
を
救
ふ
の
傘
は
、
組
合
制
の
同
胞
的
基
督
教
的
原
則
に
あ
b
・
換
言
す
れ
ば
協
同
労
働
に
よ
り
、

一
決
議
は
採
決
さ
れ
し
が
、

そ
の
中
に
謂
へ
る
あ
り
、

又

共
同
の
利
潤
を
分
配
す
る
ー
あ
り
」
ピ
。
近
時
に
至
・
り
英
蘭
に
は
借
正
巧
E
R
E汁
あ
え
基
督
放
涙
枇
曾
主
義

の
た
め
に
設
〈
所
あ
句
言
、
帥
も
氏
は
一
八
九

O
年
十
月
英
図
々
数
々
曾
大
曾
に
臨
み

τな
せ
る
一
演
説
中
、
英

詑

'" 
宗
教
を
粧
台
主
義
と
の
聞
係

第
十
丸
巻

〈
捧
三
競

九
五
)

四
C
ヨ



話

施

京
敬
と
世
脅
主
義
・
と
り
闘
係

第
十
九
巻

(
第
三
暁

九
六
}

四
O
四

園
の
都
郁
に
於
け
る
事
態
は
、
紳
の
観
念
に
適
ふ
も
の
な
る
か
Z
の
問
宇
品
目
L
、
貨
物
分
配
の
現
獄
態
は
、
貧
せ

る
者
の
た
め
に
危
険
な
る
が
如
〈
、
資
産
あ
る
者
の
た
め
に
も
同
様
に
危
険
な
b
z
答
ヘ
、
調
音
書
の
精
紳
に
適

へ
品
、
一
肱
舎
の
枇
曾
主
義
的
新
秩
序
の
み
、
之
を
救
ひ
得
一
ぺ

L
E
せ
b
o

レ
b
z
レ
UJF

倫
敦

(UHqd目
立
内
の
長
老
』

PEBm--
は、

一
九

O
七
年
三
月
口
語
名
。
。
-
に
於
げ
る
、
「
獅
立
勢
働

黛
」
の
一
舎
合
に
於
て
言
明
せ
り
、
「
予
は
基
督
教
徒
た
る
が
故
に
、
一
枇
曾
主
義
者
た
り
、
予
は
緬
一
音
書
の
論
理
に

よ
bJ
、
掘
ら
れ
て
然
b
、
耶
蘇
教
舎
が
そ
の
成
立
営
初
に
意
闘
し
た
る
所
を
、
今
日
枇
曾
主
義
の
徒
黛
は
意
周

す
、
抽
仰
の
王
闘
を
貫
現
せ
ん
吉
す
る
の
、
試
み
を
敢
行
せ
ん
ご
す
る
は
之
な
b
、
世
紀
を
重
泊
る
こ
ご
十
九
、
而

も
筒
そ
の
間
右
の
望
は
這
せ
ら
れ

y
b
き
、
然
る
に
君
等
枇
曾
主
義
者
は
、
奮
異
理
を
新
た
に
弘
布
し
、
何
慮
仁

異
の
致
曾
を
後
見
す
べ
き
か
を
示
す
」
己
、

一
九

O
八
年
英
図
の
諸
数
曾
園
睡
に
嵐
せ
る
、
百
入
品
開
の
借
侶
は
、

一
宣
言
書
を
品
思
表
し
、
そ
の
中
に
世
に
起
れ
る
誤
謬
を
防
「
た
め
、
判
然
明
言
せ
る
所
に
よ
る
に
、
英
図
枇
曾

主
義
は
杢
世
界
の
赴
曾
主
義
者
が
、
左
祖
せ
る
主
義
Z
同
一
物
た
b
、
生
産
方
便
の
枇
曾
化
を
包
合
す
己
せ
・
9
、

か
〈
て
設
り
り
「
我
枇
曾
主
義
は
他
闘
の
も
の
並
み
に
真
面
目
な
h
、
又
一
様
に
完
全
な
り
、
そ
の
主
義
は
我
基

脅
殺
に
よ
り
.
精
抽
仰
を
注
入
さ
る
れ
ば
な

h
、
一
吐
曾
主
義
の
致
義
は
そ
の
桜
心
に
あ
り
て
は
、

一
の
経
済
的
事
項

な
b
、
従
ひ
て
基
督
致
徒
た
る
ご
、
無
信
仰
者
た
る
Z
を
関
は
守
、
高
人
に
よ
h
鰭
護
さ
れ
相
官
べ

L
、
き
れ

y-吾

人
は
基
督
教
の
信
仰
を
奉
十
る
者
Z
し
て
、
そ
の
経
済
的
数
義
が
吾
人
の
信
念
吉
、
完
全
に
一
致
す
る
こ
己
を
戚



じ
、
之
を
鰭
穫
す
る
の
正
賞
な
る
を
信
じ
、
否
そ
は
我
宗
教
の
訓
戒
を
盾
Z
L
、
吾
人
に
よ

h
要
求
き
る
べ
き
ニ

zを
信
す
」

z。

無
紳
論
的
枇
合
主
義
は
右
の
宗
激
的
枇
曾
主
義
ご
正
反
謝
に
、
由
市
品
棋
を
以

τ枇
曾
準
歩
の
一
陣
硯
化
、
り
吉
考

ム
、
此
一
淑
の
典
型
ご
し
て
は
、
英
国
の
枇
曾
主
義
者
問
。

Z
1
0
5ロ
を
血
中
げ
得
ぺ
し
、
氏
は
堅
、
吉
カ
Y
グ
イ
y

教
信
者
た
り
し
、
そ
の
妻
じ
反
し
て
、
自
由
精
神
を
持
し
、
諸
宗
品
棋
を
以
て
枇
曾
を
分
裂
せ
し
む
・
へ
き
、
大
勢
力

視
し
た
り
、
氏
に
よ
る
に
完
致
改
革
な
〈
ん
ば
、
一
枇
曾
改
良
は
不
可
能
な
り
、
而
も
こ
の
宗
教
改
革
は
無
限
の
良

心
自
由
を
、

そ
の
目
標
Z
す
る
の
要
ゐ
h

Z
せ
り
。

cd司
自
は
一
入
二
人
年

Z
向者。ュ
E
E
に
於
て
、
幾
回
か
の
講
演
を
な
し
た
る
後
、
会
開
論
戦
上
借
侶
に
挑

戦
し
て
言
へ

b
、
「
予
は
既
に
予
の
講
演
中
に
な
せ
る
如
〈
、

一
切
の
宗
数
が
無
知
に
立
脚
す
る
こ
芝
、
そ
は
不

易
の
自
然
法
に
反
し
、
あ
ら
ゆ
る
罪
悪
、
関
守
及
各
稽
窮
乏
の
根
源
た
る
こ
E
、
そ
は
俗
衆
の
無
知
、
俗
衆
を
御

す
る
少
数
者
の
横
暴
に
よ
り
て
の
み
、
維
持
さ
れ
得
ぺ
吉
一
』
子
炉
』
、
蕊
に
立
誼
せ
ん
ご
す
」

Z
、
か
〈

τ彼
は
あ

ら
ゆ
る
宗
旨
Z
無
関
係
に
、
現
存
諸
宗
殺
の
代
り
に
、
愛
の
『
義
を
お
か
ん
さ
せ
り
、
叉

S
E
E
E
m
F
E
R
E

は
そ
の
通
作
〈
。
]
目
白
ω
官
民
同
∞
ど
中
に
言
明
せ
り
、
「
神
へ
の
信
仰
を
根
絶
せ
ん
こ
ご
を
、
熱
誠
又
満
足
を
以

τ貫

徹
せ
ん
正
す
る
は
、
香
等
駐
曾
主
義
者
の
義
務
な
り
、

一
耽
曾
主
義
者
た
る
の
名
蒋
を
辱
か
し
め
ゴ
る
者
は
、
自

か
ら
無
神
論
者

E
L
τ
、
あ
ら
ゆ
る
熱
誠
を
注
吉
、
無
神
論
の
扶
植
に
全
力
を
議
す
人
以
外
に
、
何
人
も
存
せ

設

流

宗
歎
主
魁
合
主
義
と
白
闘
係

第
十
九
巷

(
第
三
続

'
九
七
)

四
O
王
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宗
教
と
柾
曾
主
義
と
の
闘
係

第
十
九
血
管

{
第
三
腕

九
八
)

回
C
大

ホ」

E
C

マ
戸
ク
旦
誠
一
肱
曾
主
義
、
及
そ
の
準
設
を
奉
宇
る
祉
曾
民
主
黛
は
、
右
の
無
神
論
的
一
一
見
地
に
立
脚
す
る
こ
芭
な

L 。
由
市
致
は
彼
等
に
吉
、
り
で
は
、
一
枇
曾
主
義
に
よ
h
て
始
め
て
、
そ
の
寅
現
を
可
能
な
ら
し
な
ぺ
き
、

理
想
楓
せ
ら

る
、
な
〈
、
又

0
4〈
m
p

が
思
惟
せ
る
意
味
に
よ

b
、
反
抗
せ
ら
る
、
の
要
ゐ
る
、
敵
劃
勢
力
視
せ
ら
る
、
こ
芭

も
な
し
、
税
託
社
曾
民
主
黛
は
特
殊
の
貼
に
於
て
は
、
宗
款
に
謝
し
て
中
立
的
な

h
、
こ
は
叉
唯
物
史
観
E
閥
勝

す
、
即
も
そ
の
史
観
に
従
へ
ば
、
諸
宗
教
及
個
別
信
仰
も
亦
諸
経
済
放
態

ω、
結
果
現
象
に
外
な
ら
今
、
然
る
に

経
済
航
路
は
絶
え
や
援
化
す
る
を
以
て
、
宗
致
的
観
念
界
も
亦
一
絶
え
や
畿
宇
る
の
要
あ
b
、
宗
款
は
「
慶
絡
」
せ
ら

れ
A
r
L
て
、
寧
ろ
来
る
吋
き
生
産
方
法
麓
化
に
つ
れ
、
宗
款
の
自
滅
Z
な
る
べ

L
Z
す。

開
口
問
去
の
言
に
よ
れ
ば
、
宗
殺
は
「
人
々
の
日
常
生
存
を
、
支
配
す
べ
き
外
的
諸
カ
が
、
人
の
身
韓
内
に
妄
想

的
に
反
映
さ
れ
た
る
も
の
に
」
外
な
ら
争
、
「
そ
の
反
映
に
ゐ
ち
て
は
世
間
の
議
カ
が
、
超
世
間
的
諸
力
の
形
式

を
占
む
」
。

「
か
〈
て
去
の
主
要
宗
致
型
は
、
漸
次
に
形
成
せ
ら
れ
た
h

ノ
、
第
一
に
起
れ
る
は
自
然
宗
致
な

b
、
人
々
は
第

}
次
仁
自
然
の
威
力
に
よ
り
完
右
せ
ら
れ
、
従
ひ
て
叉
自
然
を
新
b
た
り
、
太
陽
の
力
大
な
る
は
、
人
が
日
天
を

新
h
J
、
又
之
に
犠
牲
を
供
ふ
る
に
至
h
L
事
由
な
り
。
一
肱
曾
的
諸
カ
が
自
然
の
威
カ
己
共
仁
、
そ
の
カ
を
及
は
す



に
至
る
や
否
や
、
崇
奔
さ
る
、
肺
も
亦
新
形
態
を
採
る
に
至
れ

h
、
而
も
宗
教
は
始
め
園
民
的
宗
放
た

h
き
、
を

れ
自
慢
鎖
断
さ
れ
て
生
存
せ
る
諸
民
族
は
、
そ
の
国
有
生
存
僚
件
に
相
臆
し
、
特
別
の
一
脚

7
fも
亦
有
す
る
に
至

る
守
へ
き
を
以
て
な
り
。

一
世
界
宗
激
允
Z
基
督
教
の
成
立
も
、
他
山
り
諸
例
に
洩
れ
?
、
経
済
事
情
に
よ
り
解
咽
押
す

べ
し
、
奮
き
諸
民
族
が
羅
局

ω
世
界
帝
国
に
よ
h
、
滅
ぼ
さ
れ
た
る
に
嘗
り
、
図
民
的
諸
紳
も
亦
消
滅
に
蹄
せ

り
、
而
し
て
世
界
帝
国
に
相
臆
し
て
、

一
の
世
界
宗
教
も
亦
起
れ

b
、
商
品
生
産
起
り
て
よ
h
、
人
々
は
交
互
に

盆
々
繁
〈
交
通
す
る
に
至
hJ
、
か
(
て
基
督
殺
は
抽
象
的
人
間
の
、
信
仰
ご
し
て
成
立
せ
h
o
基
督
教
の
信
仰
に

諸
振
を
生
体
}
る
も
、
亦
経
済
事
情
に
よ
h
稗
明
せ
ら
る
、
加
特
力
裁
は
封
建
制
度
に
謝
す
る
、
基
督
款
の
中
世
的

迫
感
た

h
、
従
ひ
で
封
建
制
度
の
動
揺
に
つ
れ
、
加
特
力
議
も
亦
動
揺
し
た

h
、
宗
数
改
草
は
数
曾
り
経
済
的
勢

カ
に
反
抗

L
t
、
起
れ
る
市
民
の
激
昂
仁
淵
源
し
た
り
、
郎
も
大
地
主
正
し
て
幾
多
の
負
携
及
制
限
を
課
し
た
る

数
曾
は
、
割
合
に
進
め
る
生
産
方
法
の
拝
借
ご
な
れ

b
、
宗
数
改
革
を
唱
へ
た
る
諸
闘
民
は
、
元
来
枇
曾
的
動
機

に
よ
り
ニ
の
事
に
嘗
'
り
た

h
、
加
特
力
致
曾
そ
の
面
前
に
横
は

b
て
、
そ
の
経
済
的
利
益
の
障
碗
ご
な
れ
る
を
以

て
な
り
o

そ
の
外
勢
力
ゐ
る
数
舎
は
、
宗
教
を
経
済
的
不
卒
等
固
定
の
、
方
便
ご
し
て
利
用
し
た
り
、
特
に
震
魂

不
滅
及
来
世
に
於
り
る
懸
報
に
関
す
る
数
儀
は
、
多
〈
は
現
存
秩
序
を
正
し
ご
す
る
の
、

一
線
明
を
授
〈
る
花

め
、
又
貧
者
を
し
て
そ
の
運
命
に
安
ん
守
し
む
る
た
め
に
利
用
さ
れ
た
り
、
か
〈
て
共
産
主
義
宣
言
書
中
に
は
言

へ
h
、
法
律
、
道
徳
、
宗
致
は
、
彼
来
季
置
さ
の
た
め
に
は
等
し
〈
有
産
町
人
の
偏
頗
た
り
、
そ
の
背
後
に
幾
多

設

苑

宗
教
と
枇
脅
主
義
と
の
闘
部

第
十
九
巻
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三
都

九
九
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四
Oλ

の
町
人
的
利
盆
を
隠
せ
り
=
。

従
ひ
て
宗
教
は
資
本
が
、
無
資
産
者
に
劃
し
て
加
ふ
る
、
束
縛
の
一
一
結
果
芭
せ
ら
る
。

未
来
の
宗
教
如
何
仁
成
行
〈
べ
き
か
、
右
の
史
観
に
よ
れ
ば
赴
曾
主
義
の
赴
曾
ご
な
り
、
宗
致
存
在
の
理
由
、

換
言
す
れ
ば
資
本
の
威
勢
失
は
る
、
ご
共
に
、
宗
教
は
凋
落
す
〈
し
、

開
ロ
向
。
一
切
は
言
へ
り
、
「
枇
曾
の
金
組
成
員

は
、
彼
等
白
身
に
よ
り
作
出
さ
れ
た
る
に
拘
は
ら
宇
、
現
在
優
勢
な
る
徐
所
の
勢
力
ご
し
て
、
彼
等
に
相
自
立
し
つ

つ
あ
る
生
産
方
便
の
た
め
、
束
縛
せ
ら
毛
、
所
あ
る
も
、
者
し
枇
舎
が
そ
の
杢
生
産
方
便
を
号
の
所
有
に
移
し
、

定
案
に
よ

h
之
を
経
理
す
る
ニ
正
に
よ
bJ
、
枇
曾
そ
れ
自
慢
及
そ
の
会
組
成
員
が
、
右
の
束
縛
を
解
か
る
、
に
至

ら
ん
か
、
略
言
す
れ
ば
人
が
最
早
思
考
す
る
丈
げ
に
止
ま
ら
守
、
指
揮
に
も
賞
る
こ
と
、
な
ら
ん
か
、
徐
所
の
最

絡
勢
力
三
し
て
、
今
日
向
宗
教
に
反
映
き
れ
つ
、
ゐ
る
も
の
も
、
始
め
て
消
滅
に
隠
し
、

か
く
て
又
最
早
反
映
さ

る
叩
へ
き
、
何
物
も
存
せ
宇
ご
の
車
純
理
由
に
本
づ
き
、
宗
致
的
反
映
そ
の
も
の
も
亦
消
滅
せ
ん
」
己
。

一
基
督
数
徒
は
一
枇
曾
民
主
祭
た
り
得
る
か
ご
は
、
震
身
畿
せ
ら
れ
た
る
問
題
な
る
が
、
以
上
設
け
る
所
に
よ
れ

ば
、
次
く
如
く
解
決
す
。
へ
し
。

第
一
に
基
督
教
流
に
考
ふ
る
一
人
を
、
一
枇
曾
民
主
直
属
に
入
る
、
の
形
式
的
可
能
に
関
し
て
は
、
之
を
遮
ぎ
る
、
へ

き
何
物
も
存
せ
争
、
澗
逸
枇
曾
民
主
黛
の

F
P
1
綱
領
中
に
は
、
同
黛
に
よ
り
「
第
こ
に
要
求
せ
ら
る
、
、
原
則

第
六
項
に
「
宗
品
棋
を
私
事
正
宣
告
す
L
Z
せ
b
、
か
〈
て
同
業
は
一
宗
国
臼
に
、
縛
ら
る
、
こ
E
e
e
遊
り
ん

t
L、
そ



の
業
員
に
掛
し
出
来
る
丈
け
信
仰
の
寛
恕
を
、
保
全
せ
ん
ご
せ
り
、
現
に
又
一
政
窯
員
に
、

一
定
の
宗
旨
否
一
世

国
抑
制
働
を
奉
宇
ペ
吉
、
義
務
を
負
は
し
む
る
は
困
難
な
る
4

し
、
右
の
方
針
決
定
に
つ
き
で
は
、
政
略
的
考
量
も
亦

同
様
に
酌
ま
れ
た

b
、
宗
教
戚
念
が
庚
き
康
民
階
級
の
聞
に
、
如
何
に
移
し
〈
普
及
せ
る
か
は
、
同
黛
の
首
簡
に

よ
h
よ
〈
解
せ
ら
る
、

き
れ
ば
若
し
業
芭
し
て
無
神
論
的
信
念
を
、
要
求
し
た
り
し
も
の
古
せ
ん
か
、
赴
曾
民
主

議
は
多
数
窯
員
を
失
へ
る
な
ら
ん
。

司、σ
れ

y-基
督
乱
棋
の
地
歩
に
立

τる
各
祉
曾
民
主
業
員
は
、
之
が
た
め
に
同
黛
の
基
本
観
念
そ
の
も
の
を
拒
合
す

る
岩
な
h
J
、
そ
は
基
替
数
流
に
考
ふ
る
業
員
の
入
禁
を
、
遮
る
べ
き
何
物
も
存
せ
宇
ご
す
る
も
、
是
等
の
徒
は
枇

曾
民
主
祭
の
世
界
観
に
矛
盾
す
ご
、
謂
ふ
べ
き
限
度
に
於
て
然
り
ご
す
、
唯
物
史
観
は
基
督
教
の
根
本
恩
潤
ご
、

調
和
せ
、
さ
れ
ば
な
h
o

き
れ
ば
解
答
Z
し
て
謂
ふ
ぺ
し
、
一
枇
曾
民
主
黛
世
界
観
の
根
本
思
想
に
、
質
際
に
同
情
す
る
者
は
、
同
時
に
基

督
教
徒
た
る
を
得
歩
吉
、
従
ひ

τ以
前
に
牧
師
た
b
L
こ
ご
あ
b
、
現
に
赴
曾
民
主
議
員
た
る
も
、
術
品
、
の
基
督

教
の
信
仰
を
綴
〈
る
の

B
B
は
、
同
業
の
赴
曾
哲
曲
学
的
基
本
概
念
己
、
矛
盾
せ
る
立
場
に
あ
h
o

椴
A
T
ば
の
ur月
が
「
予
の
宗
教
的
信
念
は
、
予
を
L
て
世
曾
民
主
黛
た
ら
し
め
た
り
」

E
言
明
し
、
叉
彼
が
基

替
数
否
一
唐
明
確
に
言
へ
ば
耶
蘇
の
数
義
の
唯
一
内
容
ご
し

τ、
動
い
て
巳
ま
古
る
博
愛
を
認
め
、
そ
の
博
愛
は

今
日
高
人
連
帯
て
ふ
名
目
の
下
、
祉
曾
民
主
黛
の
旗
臨
腕
ご
な
り
、
純
一
数
人
の
た
め
力
、
慰
め
、
希
望
ご
な
れ
る
こ

説

苑

宗
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之
社
合
主
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白
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き
れ
ば
氏
は
右
の
史
制
酬
を
も
、
大
制
限
及
修
正
を
加
へ

て
の
み
採
用
せ
ん
ご
せ

h
、
氏
は
基
督
致
及
唯
物
史
観
に
関
す
る
一
論
文
(
一
九

o=牟
町
之
中
、
此
史
観
に
関
す
る

読

苑

宗
教
主
社
守
主
義
と
四
関
係

四

O 

ご
を
認
め
た
る
や
、
そ
の
全
部
晦
物
史
観
Z
矛
盾
せ
h
、

氏
の
所
見
を
窺
は
し
hu
、
却
も
氏
は
「
宗
殺
の
権
利
及
濁
立
は
、
唯
物
史
観
に
照
す
も
街
之
を
救
ふ
ぺ
し
、
而
も

亦
之
が
た
め
に
ぞ
の
史
観
に
、
鉱
山
理
を
張
ゆ
る
こ

Z
な
し
」
ご
せ
り
。

従
ひ
て
一
基
凪
百
数
徒
は
、
枇
曾
民
主
黛
た
り
得
る
か
ご
の
問
題
に
つ
き
、
同
議
に
周
有
な
る
世
界
観
を
、

を
の

眼
中
に
お
〈
際
に
は
、
否
ご
矢
口
ふ
べ
き
も
・

一
基
督
教
徒
は
枇
曾
主
義
者
た
り
得
る
か
ご
の
問
に
は
、
無
俊
件
に

然
h

Z
答
ふ
べ
し
、
判
私
有
財
産
よ
h
も
る
有
財
産
を
以
て
、
図
民
経
済
上
有
利
椀
す
る
一
人
が
、
基
督
滋
信
仰
に

立
脚
せ
ん
ご
す
る
こ
子
宮
、
全
世
界
に
於
で
何
物
か
妨
「
ぺ
宮
、
経
糖
生
活
へ
の
劃
立
上
、
宗
教
に
つ
き
引
か
る

ぺ
き
境
界
線
を
、
会
〈
無
誠
せ
ん
ご
す
る
者
ゐ
る
際
に
限
、
り
、
基
督
教
は
非
一
位
曾
主
義
的
た
り
ご
の
、
見
解
を
懐

き
得
吋
し
。

以
下
マ

F

F
ス
一
蹴
枇
曾
主
義
内
に
於
け
る
、
諸
宗
品
脱
税
に
就
き
、
真
に
一
屠
詳
細
な
る
評
論
を
試
み
ん
か
、
宗

教
に
劃
す
る
史
的
唯
物
論
の
態
度
は
、
会
然
排
尿
す
ペ
し
、
此
方
法
の
た
め
如
何
な
る
過
失
に
陥
ゐ
る
べ
き
か
に

っ
き
、
出
色
の
例
讃
鵡
す
べ
き
は
、

カ
ル
グ
ィ
ン
裁
に
つ
き
奥
へ
ら
れ
た
る
説
明
な
h
、
同
教
が

開
口
問
ぬ
一
切
に
よ

'
り
解
哩
押
せ
ら
る
、
所
仁
よ
る
に
、
「
カ
Y
グ
ィ
ン
に
よ
る
因
果
の
定
数
は
、
競
手
あ
る
商
業
界
に
於

τ、
成
功
叉
は

破
産
が
、
各
個
人
の
勤
怠
又
は
巧
拙
仁
よ
り
決
せ
ら
れ
や
、
側
人
に
よ
h
左
右
さ
れ
干
さ
る
、
諸
事
情
に
よ

h
決
せ



ら
る
芭
す

Y
語、

一
事
賞
の
宗
数
的
表
明
た
り
き
」
さ
れ

E
経
済
的
成
敗
の
か
、
る
不
定
は
、

一
般
に
個
人
主
義

的
経
済
組
織
の
特
色
な
る
を
以

τ、
こ
の
経
済
秩
序
浸
み
込
む
に
従
ひ
、
カ
U
F

グ
ィ

y
裁
は
盆
々
多
く
の
困
民
及

諸
岡
を
屈
従
せ
し
め
、
大
に
後
達
せ
る
諸
商
業
園
民
の
、
宗
教
、
こ
な
れ
る
な
ら
ん

Z
仮
想
す
る
の
要
あ
る
べ
き

も
、
賞
際
は
常
に
個
別
国
民
に
限
り
て
の
み
、
カ
U
F

ゲ
イ
)
J

品
棋
の
扶
植
を
見
、
而
も
亦
恰
も
「
資
本
家
主
宰
」
の
諸

国
民
間
に
全
〈
扶
植
3
れ
争
、
事
賃
上
他
の
諸
宗
旨
じ
比
し
・
盆
々
そ
の
重
成
h
z
減

ιた
り
。

歴
史
を
会
〈
偏
頗
に
、
考
察
す
る
の
弊
な
か
ら
ん
ご
す
る
者
は
、
宗
致
『
概
念
が
枇
舎
の
大
獲
轄
に
及
ぽ
せ
る
濁

立
の
意
義
.
大
な
る
を
承
認
せ
十
ん
ば
非
る
ぺ
し
。

宗
裁
忠
思
=
閥
民
経
済
思
想
ご
の
混
靖
は
、
恰
も
宗
激
的
見
地
よ
り
之
を
誠
し
む
る
の
要
ゐ
り
、
基
督
品
棋
は
私

有
財
産
を
非
難
す
吉
、
謂
ふ
べ
か
ら
古
る
が
如
〈
.
基
督
教
は
払
有
財
産
を
要
求
す
芭
も
、
謂
ふ
ぺ
き
に
非
歩
、

基
督
款
を
以
て
枇
曾
生
活
の
特
定
形
態
に
、
通
せ
る
も
の
ご
し
工
奈
何
で
か
要
求
し
得

9

へ
き
、
基
督
裁
は
博
愛
ご

謂
ふ
が
知
き
特
殊
概
念
炉
、
立
法
家
を
そ
の
行
動
に
際
し
て
指
闘
す
4

き
こ
ご
を
要
求
し
、
会
経
済
生
活
が
こ
の

動い
γ

て
己
ま
さ
る
、
仁
愛
什
一
精
神
に
よ
り
充
填
さ
る
べ
き
こ
ご
を
要
求
す
、

さ
れ
ど
是
の
経
済
生
活
立
脚
の
、
土

『
最
た
る
ぺ
き
特
別
の
施
設
に
つ
き
、
何
物
を
も
設
か
守
、

こ
は
依
然
Z
し
て
立
法
的
技
術
に
、
委
ね
ら
る
べ
き
所

な
b
、
基
督
裁
が
一

ω世
界
宗
教
高
民
宗
殺
た
る
こ
己
を
想
へ
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
及
あ
ら
ゆ
る
岡
民
に
営
る
、
特

定
一
耽
曾
形
態
士
一
度
に
定
め
ん
ご
す
る
も
、
奈
何
で
か
之
を
な
し
符
べ
語
、

宗
駄
t

と
位
脅
主
義
&
白
闘
係

3
れ
Y
」
基
督
教
の
倫
理
思
想
を
、
資

設

五E
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本
家
本
位
経
済
組
織
的
弊
害
抑
座
の
た
め
に
、
利
用
せ
ん
ご
す
る
者
は
、
基
督
激
浪
一
世
品
自
主
義
を
代
表
せ
歩
し

て
、
寧
ろ
基
督
教
的
非
奔
金
主
義
を
代
表
す
。

従
ひ
τ
H
I
g
n
r
が

「
基
督
致
己
資
本
家
本
位
主
義
己
は
、
火
と
永
己
の
如
ぐ
劃
立
す
」
ご
弓
一
同
へ
る
に
相
到
し
、

r
r
p
が
「
私
慾
的
拝
金
宗
ご
基
督
数
百
の
閥
係
は
、
火
E
水
ご
の
関
係
に
似
た
り
」
ご
せ
る
は
正
賞
な
り
o

特
に
叉
私
有
財
産
の
底
止
は
、
自
然
法
ど
衝
突
す
る
を
以
て
、
枇
曾
主
義
は
桓
否
す
べ
し
ご
す
る
の
思
想
は
、

加
特
カ
数
減
の
枇
曾
運
動
に
於
て
、
繰
返
し
後
せ
ら
る
る
所
な
る
も
・

そ
は
訣
れ
り
、
夫
れ
加
特
カ
数
訴
枇
合
評

論
に
於
け
る
、
自
然
法
制
慨
に
つ
き
て
は
、

二
期
を
匝
別
す
4

き
も
の
あ
hJ
、
加
特
力
致
舎
の
自
然
法
は
、
古
〈
は

所
謁
「
絶
謝
的
自
然
法
L

た
h
言、

そ
は
A

ト
Z
4

ッ
ク
皐
振
の
自
然
法
視
に
左
祖
し
、
会
有
財
産
を
以
て
、
自
然
法

に
よ
ち
命
体
』
ら
る
る
経
済
形
態
減
す
、
而
し
て
卒
等
、
博
焚
及
所
有
共
同
は
理
想
ご
せ
ら
れ
た
り
、
最
大
の
威
望

ゐ
h
し
第
四
世
紀
の
組
師

n
Z
3
2
E
E
E
は
、
こ
の
絶
動
的
自
然
法
の
意
味
に
よ
り
致
へ
た
り
、
貨
物
共
有
は

私
有
に
比
し
、
吾
人
の
生
活
に
一
切
迫
嘗
せ
る
形
式
な
り
、
そ
は
自
然
的
な
h
正
、
然
る
に
こ
の
古
き
自
然
法
制
飢

t主、

一
屠
新
し
き
破
戒
階
級
の
相
劃
的
自
然
法
制
慨
に
よ
り
、
著
し
き
盤
化
を
遂
げ
花
、
り
、
品
悼
の
自
然
法
観
は
会
〈

安
協
的
性
質
を
帯
び
、
俗
界
権
力
に
よ
る
秩
序
、
及
成
文
法
規
正
の
、
迎
合
を
惹
起
さ
ん
Z
す
、
此
振
の
主
要
代

表
者
は
、
〉
岡
山
ω
Z
E
E
の
思
想
系
を
も
奉
じ
た
る
叶
』
M
G
E
E
S
P
〉
」
巳
ロ
。
な

h
、
吉
れ
ど
〉
ρ
E
P
o
皐
振
に
あ

ち
て
も
、
亦
私
右
財
産
は
自
然
的
理
性
の
一
義
露
、
人
間
界
の
一
普
通
施
設
鵡
せ
ら
れ
、
愛
り
行
〈
私
語
規
定
吉



は
、
無
関
係
な
る
ぺ

L
Z
せ
り
、
従
ひ
て
ピ
。
尚
昆
-
は
そ
の
回
章
何
回
の
}
色
町
釦
同

8
7巾
に
言
へ
り
、

「
私
有
財
産
は
勢
働
又
は
管
業
の
巣
質
わ
い
る
ご
、

譲
渡
又
は
贈
奥
の
結
果
た
る
と
を
問
は
宇
、
あ
ら
ゆ
る
事
情

の
下
一
の
自
然
法
た

h
、
各
人
は
丑
の
意
の
催
に
、
分
別
ゐ
る
仕
方
に
よ
ち
之
や
一
蕗
分
し
得
ぺ

L
」
言
、
加
特
カ

数
波
一
位
合
哲
卒
者
及
枇
品
目
政
策
家
出
2
2
D
m
も
思
惟
せ

h
、
「
私
有
財
産
は
遺
物
者
に
よ

h
、
規
定
き
れ
た
る
法

体
な
り
、
従
ひ
て
拘
束
力
あ
り
、
組
…
僚
件
に
命
壱
ら
る
」

言。

か
か
る
見
解
全
部
は
、
宗
教
的
自
然
法
観
た
る
ご
、
俗
的
自
然
叫
防
御
た
る
ご
を
問
は
宇
、
之
を
主
張
す
る
を
得

争
、
私
有
財
産
は
何
等
自
然
法
的
た
ら
す
、
法
規
の
他
の
各
片
岡
様
、

げ
た
ち
、
叉
他
の
各
法
的
施
設
問
段
、
便
宜
を
屑
Z
し
て
評
論
を
加
へ
ら
る
べ
き
も
の
な
り
。

一
の
法
的
施
設
な
台
、
放
に
大
愛
化
を
遂

聖
一
書
の
文
句
を
誤
解
せ
る
に
本
づ
き
、
法
規
の
特
定
準
則
を
抽
出
せ
る
が
た
め
に
、
幾
多
の
誤
謬
及
訣
れ
る
立

法
は
起
れ

b
、
此
鮎
に
つ
き
想
起
す
べ
き
は
、
数
世
紀
を
通
じ
て
維
持
さ
れ
た
る
、
寺
院
法
の
利
息
禁
止
な
り
、

ノ

ゾ

守

カ

シ

ア

M
【

ぞ
は
路
可
停
の
「
何
ヲ
ヱ
畢
ス
V
4
7
借
輿
ヨ
」
(
第
六
章
三
嘉
即
)
ご
せ
る
、
文
句
に
困
み
て
採
用
草
れ
し
所
な
り
。
之

z共
に
又
想
起
す
べ
き
は
、
同
様
に
墓
書
の
特
殊
文
句
に
訴
へ
、
子
資
に
富
む
を
以
て

紳
意
に
泡
ふ
も
の
、
如

〈
設
け
る
、
借
侶
の
意
見
に
よ
り
、
人
口
政
策
が
如
何
に
久
し
〈
影
響
さ
れ
た
る
か
に
あ
り
、
そ
は
濁
泡
の
人
口

大
増
加
に
鑑
み
、
早
婚
及
之
己
一
開
聯
せ
る
経
済
的
窮
乏
を
、
誠
し
む
る
を
以
て
渇
か
に
基
督
致
的
言
す
べ

h
r
h

L
、
時
に
ゐ
り
て
も
向
然
り
き
。

設

施

E

弘
政
と
祉
合
主
義
と
白
聞
係

第
十
九
巻

(
第
三
続
一
O
E
)

四



話

苑

宗
散
と
枇
合
主
義
と
白
闘
部

第
十
九
巻

(
第
三
鶴
一

O
六
)

四

ー
四

枇
曾
主
義
的
経
済
秩
序
を
要
求
せ

5
る
も
、
勢
働
者
階
級
の
た
め
立
入
h
た
る
一
枇
曾
改
良
を
要
求
す
る
、
濁
品
岨

の
基
督
教
一
蹴
枇
曾
運
動
じ
ゐ
り
て
も
、
亦
基
督
教
Z
経
済
政
策
ピ
を
賢
明
に
引
離
す
こ
古
は
、
繰
逗
し
不
問
に
付

せ
ら
る
、
仮
令
ば
新
致
勢
働
者
組
合
の
基
本
綱
領
中
に
は
言
へ
り
、

「
吾
人
は
現
時
の
経
済
界
に
於
て
、

基
督
殺

の
世
界
更
新
力
を
、
延
ば
す
こ
ご
を
以
て
運
動
の
目
的
ご
す
、
吾
人
は
こ
の
目
的
が
、
各
砲
の
基
督
致
思
想
主
耽

曾
思
想
ピ
を
‘
偶
然
的
に
一
連
結
す
る
丈
け
に
℃
、
連
せ
ら
れ
得
べ
し
ご
は
信
せ
ず
、

そ
は
相
官
蓄
に
合
ま
れ
、
叉

之
よ
λ

リ
敷
街
き
る
ぺ
き
、
道
徳
削
倒
念
に
則
h
J
、
五
回
人
の
生
活
事
情
に
封
し
、

歴
史
的
に
媒
介
せ
ら
る
、
組
織
的
改

草
を
、
施
す
ニ
吉
に
よ
り
て
の
み
蓮
せ
ら
る
イ
き
こ
正
を
確
信
す
」

z。

之
に
績
り

τ枇
曾
政
策
的
質
際
動
議
を
掲
げ
た
り
、
就
中
大
工
業
に
関
し
て
は
、
日
弘
司
の
勢
働
時
間
最
長
限
、

三
十
六
時
間
以
上
の
日
曜
休
業
制
採
用
.
義
務
的
同
勢
組
令
制
採
用
、
法
律
の
承
認
あ
る
労
働
組
合
等
を
唱
へ
、

手
工
業
に
闘
し
て
は
、

一
法
人
組
織
の
採
用
、
産
業
組
合
的
協
同
の
創
設
及
奨
瑚
を
唱
ふ
。

か
(
個
別
の
要
求
、
初
賃
に
宇
ふ
べ
か
ら

g
る
園
民
経
済
問
題
は
、
移
し
く
掲
げ
ら
る
、
措
労
働
時
間
最
長
限
及

労
働
組
合
の
問
題
は
、
手
工
業
の
周
健
組
織
の
問
題
Z
同
様
に
、
専
門
家
の
聞
に
劇
し
き
論
争
あ
る
問
題
た

h
、

勢
働
時
間
最
長
限
制
の
採
用
を
不
可
視
す
る
者
、
叉
は
英
閣
の
模
範
に
よ
れ
る
時
労
働
組
合
に
よ
ゐ
も
、
一
枇
曾
卒
和

を
助
長
せ
古
る
ぺ
じ
さ
信
A
Y
る
者
は
、
調
-
一
菅
書
仁
合
ま
れ
、
叉
之
よ
ち
敷
街
さ
る
べ
き
、
道
徳
概
念
に
関
す
る
戚

念
h
T
快
付
、
り
ご
す
べ
き
や
、
叉
手
工
業
に
閲
す
る
要
求
綱
領
ご
し
て
、
新
品
砧
叫
労
働
者
組
合
綱
領
の
漠
然
花
る
要
求



の
代
h
に
、
強
制
同
業
組
合
及
資
格
設
明
の
蓄
制
度
を
、
主
張
す
る
者
は
不
良
の
基
替
数
徒
芭
す
ぺ
き
や
。

臭
剛
間
的
一
肱
合
政
策
的
法
案
仁
、
基
督
殺
的
又
は
新
激
的
精
一
紳
の
刻
印
を
、
備
は
ら
し
め
ん
ご
す
る
ご
き
は
、
常

に
邪
路
に
導
く
の
外
な
し
。

基
管
激
減
枇
曾
改
良
の
理
論
的
課
謬
は
、
牧
師

Z
E
E
Eロ
の
述
作
に
も
亦
現
る
、
特
に
氏
は
勢
働
者
又
は
所

謂
細
民
主
任
。

H
H
z
z
0) 、

利
害
代
表
に
闘
す
る
自
説
正
嘗
な
る
を
、
基
督
の
特
定
人
生
観
に
訴
へ

τ、
唱
へ

ん
ご
す
る
の
誤
謬
に
陥
ゐ
れ

h
、
耶
蘇
が
特
に
貧
者
の
た
め
に
一
繭
一
菅
を
設
さ
、
又
貧
者
に
助
援
を
輿
〈
ん
ご
せ
り

ご
す
る
の
思
怨
は
、

Z
E
E
Eロ
の
あ
ら
ゆ
る
著
作
物
及
信
念
を
貫
通
L
、

か
〈
て
叉
基
督
数
減
品
川
曾
黛
は
、
特

仁
崎
労
働
者
の
一
議
採
た
る
の
要
ゐ
り
ご
せ

h
。

印
言
。
r
o
H，

が
夙
に
耶
蘇
を
、
無
資
産
者
の
王

HIE-mg口
町
長

C
E問
己
呼
び
、
聖
書
を
勢
働
者
本
K
H
吾
氏
件
。
号
百
『

ご
呼
〈
る
如
く
、

Z
E
E
Eロ
も
亦
一
一
言
へ
り
、
「
借
侶
は
労
働
者
界
の
た
め
に
、
神
の
一
預
言
者
た
る
べ
し
、
異
に

耶
蘇
e
V
』
信
守
る
者
は
、
貧
者
の
た
め
に
編
一
一
耳
目
害
を
設
け
り
、

日
傭
人
、
石
工
及
小
農
、
靴
職
人
、
織
物
工
、
金
属

工
及
給
仕
入
、
家
事
使
用
人
、
縫
物
女
及
女
寛
子
の
た
め
、
従
属
的
に
労
苦
に
常
れ
る
会
軍
の
た
め
、
家
吾
、
家
及

庭
、
金
及
財
物
を
有
せ

F
る
高
人
の
た
め
、
彼
は
凡
て
是
等
の
人
々
の
た
め
に
生
存
す
る
ニ
吉
、
耶
蘇
が
の
山
富
山
何

の
般
乗
、
税
実
及
小
百
姓
の
た
め
に
、
生
存
せ
る
が
如
〈
な
る
イ
し
」
芝
、
他
の
場
令
に
は
又
言
へ
り
、
「
数
曾
は

そ

ω役
目
上
の
代
表
者
を
し

τ・
貧
し
き
玉
耶
蘇

ω友
た
る
、
貧
者
ゆ
事
例
を
蕗
理
す
る
の
、
占
頁
ゐ
る
を
知
ら
し

苑

説

宗
教
と
枇
合
主
義
と
の
間
保

第
十
九
巷

(
第
三
鵠
一

O
七
)

凹

五



苑

む
べ
し
、
富
者
の
数
舎
は
、
不
協
快
な
る
一
現
象
た
ち
」

z。

設

宗
敬
之
一
世
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、
五
識
と
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踊
係

第
十
九
各

(
第
三
規
一

O
入
)

四
一
六

灘
泉
法
改
革
運
動
に
参
加
せ
る
英
国
侍
侶
は
、
右
の
思
想
に
掛
り
伎
を
付
し
叉
誇
張
し
っ
、
、
そ
の
説
法
の
題

日
正
し
て
選
べ
る
所
に
よ
る
に
、

日
く
「
袖
仰
が
貧
者
及
富
者
を
、
造
れ
り
さ
す
る
は
誤
h
な
h
、
抽
仰
は
男
ご
女
芭

を
造
り
、
此
地
を
遺
産
Z
し
て
彼
等
に
奥
へ
た

h
」
吉
。

か
、
る
観
想
の
仕
方
全
部
は
、
此
世
の
持
物
に
劃
す
る
、
耶
蘇
の
態
度
ご
は
一
致
せ
字
、
耶
蘇
を
貧
者
又
は
勢

働
者
の
鮮
護
人
組
L
、
耶
蘇
裁
を
一
階
級
民
の
宗
教
に
庇
せ
ん
ご
す
る
は
、
高
人
を
包
容
す
ぺ
き
愛
ご
し
て
、
恰

も
耶
蘇
よ
り
流
れ
出
づ
べ
き
も
の
に
反
せ

b
・
耶
蘇
は
そ
の
慈
善
事
業
を
、
特
に
多
〈
貧
民
に
施
し
、
そ
の
慰
薪

の
併
を
特
に
貧
し
き
階
級
民
に
向
け
た
h
ご
す
る
も
、
ぞ
は
是
等

ω民
が
慰
譜
及
助
援
を
、
要
す
る
こ
己
最
も
大

な
b
E
の
、
単
純
理
由
に
よ
れ
ち
、
之
が
た
め
に
耶
蘇
は
富
者
に
劃
し
、
不
頓
岩
な
h
又
は
之
を
敵
視
せ

b
z
す

ぺ
き
に
非
す
、
耶
蘇
の
非
難
せ
る
も
の
は
、
自
己
の
令
銭
的
利
盆
以
外
に
、
何
物
を
も
解
せ

F
る
、
私
慾
の
富
に

外
な
ら
す
、

か
〈
て

出

E
日
目

-qu
的
自
区
E
自
信
ω
ロロ

ι
n
F百件
O
D
E
E
M
G
N
O
は
正
嘗
に
言
へ
hJ
、
「
耶
蘇
が
加
害

に
抵
抗
す
べ
か
ら
十

εし
、
上
衣
を
求
む
る
人
に
、
外
套
を
も
亦
輿
へ
て
可
な
h
さ
せ
る
、
立
言
を
指
示
し
た

h

ご
て
、

そ
は
傍
目
に
非
?
、
甲
又
は
乙
の
法
的
施
設
、
謂
は
h
y

私
有
財
産
の
代
り
に
、
共
産
を
推
翠
せ
る
も
の
た

ら
示
、

そ
は
思
想
の
準
縄
な
り
・
議
に
教
へ
ら
る
、
が
如
き
、
限
ら
れ
た
る
事
物
仁
心
を
怒
り
、
従
ひ
て
之
を
喪

ふ
た
め
に
、
自
棄
す
る
が
如
き
こ
ど
勿
れ
、
放
の
心
中
に
平
和
あ
b
、
紳
ご
伍
す
る
こ

t
rに
あ
ら
ば
、
あ
ら
ゆ



る
細
目
及
特
別
の
事
件
は
些
一
事
な
り
、

主
れ
ば
耶
蘇
が
最
高
善
耐
せ

g
bじ
、
私
有
財
産
の
静
岡
慣
あ
り
、
そ
の
反

謝
に
共
産
的
経
済
組
織
の
、
評
問
問
ゐ
h
z
す
べ
き
こ
さ
な
し
、
寧
ん
山
上
誘
致
の
銭
語
、
天
二
位
月
爾
曹
ノ
父
ノ

守
ク
タ
キ

完
全
ガ
如
夕
、
爾
曹
毛
完
全
旦
ペ
ジ
(
馬
大
停
第
五
章
四
λ
師
)
ご
の
原
則
あ
る
の
み
」
ご
。

基
督
殺
を
解
じ
、
「
貧
困
」
は
岬
の
欲
す
る
所
た
b
z
す
Z
し
、
「
貧
者
」
は
彼
等
に
賦
奥
さ
れ
た
る
運
命
に
、
満

足
す
る
の
要
ゐ
り
、
紳
意
に
よ
り
か
〈
定
れ
ば
な
り
Z
す
ご
す
る
が
如
き
、
見
地
を
採
る
も
亦
同
様
に
謬
れ
h
、

国
民
詳
言
す
れ
ば
峨
労
働
者
及
手
L
業
家
の
群
衆
が
、
貧
困
を
綴
〈
る
時
に
限
り
、
神
へ
の
従
一
臓
を
絶
た
宇
ご
せ

晶、

p-エ
ロ
の
立
言
を
引
き
、
人
或
一
は
財
の
不
平
等
分
配
を
以
て
、
品
脚
意
じ
よ
る
特
別
の
業
な
り
Z
し
、
紳
は
此

差
別
に
よ
り
、
格
段
的
天
恵
を
以

τす
る
さ
同
様
、
人
仁
知
ら
れ
ぎ
る
榊
秘
の
目
的
を
諮
「
芭
せ
り
。
(
完
)

話
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